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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当社および連結子会社は、将来の大きな飛躍に向け、既存事業・プロジェクトを強化するとともに、当社の

強みを生かすことのできる新規領域にも積極的に進出することにより、持続的な成長を目指すことを方針に据

え、2018年度を初年度とする中期３か年経営計画「Ｍake the Sustainable Growth」を推進しております。

当第１四半期連結累計期間の営業収益は、交通事業が堅調に推移したものの、前年度の当社の不動産販売業

における、物件販売の反動やホテル・リゾート事業における、保有資産の譲渡等により、2,736億１千３百万円

（前年同期比3.5％減）、営業利益は、217億４千８百万円（同24.6％減）となりました。経常利益は、持分法

による投資利益が減少したこと等により、210億２千７百万円（同27.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は、投資有価証券評価損の計上等により、135億４千５百万円（同33.4％減）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりであり、各セグメントの営業収益は、セグメント間の内部営業収益又は振

替高を含んで記載しております。なお、各セグメントの営業利益をセグメント利益としております。

① 交通事業

交通事業では、当社の鉄軌道業において、当第１四半期連結累計期間における輸送人員は、沿線人口の増

加等により、定期で1.2％増加、定期外で0.1％減少し、全体で0.7％の増加となりました。

この結果、営業収益は、521億２千４百万円（同1.1％増）、当社の鉄軌道業における、経費の増加等もあ

り、営業利益は、89億６千万円（同6.3％減）となりました。

（当社の鉄軌道業の営業成績）

種別 単位
前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

2017．４．１～2017．６．30 2018．４．1～2018．６．30

営業日数 日 91 91

営業キロ程 キロ 104.9 104.9

客車走行キロ 千キロ 37,229 37,838

輸送人員

定期外 千人 118,013 117,845

定期 千人 183,765 185,914

計 千人 301,778 303,759

旅客運輸収入

定期外 百万円 19,312 19,261

定期 百万円 16,314 16,489

計 百万円 35,626 35,750

運輸雑収 百万円 3,425 3,574

収入合計 百万円 39,051 39,324

一日平均旅客運輸収入 百万円 391 393

乗車効率 ％ 53.2 52.4

（注） 乗車効率の算出方法 乗車効率 ＝
輸送人員

×
平均乗車キロ

× 100
客車走行キロ 平均定員

② 不動産事業

不動産事業では、当社の不動産賃貸業が堅調に推移したものの、当社の不動産販売業において、前年度の

物件販売収入の反動等により、営業収益は、436億６千２百万円（同13.2％減）、営業利益は、78億３千４百

万円（同41.4％減）となりました。

   

東京急行電鉄㈱ (9005) 2019年３月期 第１四半期決算短信

- 2 -



③ 生活サービス事業

生活サービス事業では、映像事業の㈱東急レクリエーションにおいて、ヒット作に恵まれた前年度の反動

があったこと等により、営業収益は、1,679億２百万円（同0.6％減）、営業利益は、36億３百万円（同6.5％

減）となりました。

④ ホテル・リゾート事業

ホテル・リゾート事業では、ホテル業の㈱東急ホテルズにおいて、高稼働を維持したことに加え、販売単

価も増加したものの、前年度マウナ ラニ リゾート（オペレーション）㈱において保有資産を譲渡した影響

等により、営業収益は、244億６千２百万円（同9.6％減）、営業利益は、12億８千万円（同36.5％減）とな

りました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、当社の有形固定資産の増加等により、２兆3,066億２千４百万

円（前期末比396億２千６百万円増）となりました。

（負債）

負債は、有利子負債（※）が、１兆340億９千２百万円（同642億９千８百万円増）となったこと等により、１

兆5,467億２百万円（同338億５千８百万円増）となりました。

（純資産）

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により、7,599億２千１百万円（同57億６千７百万円

増）となりました。

※ 有利子負債：借入金、社債、コマーシャル・ペーパーの合計

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、前回発表時の予想（2018年５月11日公表）を変更しておりません。

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,007 44,955

受取手形及び売掛金 156,642 146,811

商品及び製品 14,454 15,190

分譲土地建物 44,299 44,889

仕掛品 11,533 11,248

原材料及び貯蔵品 7,581 7,615

その他 39,876 32,678

貸倒引当金 △1,001 △1,002

流動資産合計 312,392 302,386

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 728,891 724,048

機械装置及び運搬具（純額） 62,967 61,415

土地 697,118 708,099

建設仮勘定 158,858 205,205

その他（純額） 25,667 25,705

有形固定資産合計 1,673,502 1,724,474

無形固定資産 35,633 35,722

投資その他の資産

投資有価証券 154,814 155,710

退職給付に係る資産 8,638 8,648

繰延税金資産 17,371 15,206

その他 65,261 65,167

貸倒引当金 △617 △692

投資その他の資産合計 245,468 244,040

固定資産合計 1,954,605 2,004,238

資産合計 2,266,997 2,306,624
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 99,958 92,811

短期借入金 305,355 335,463

1年内償還予定の社債 25,000 20,000

未払法人税等 17,958 5,071

引当金 11,883 8,276

前受金 37,541 38,388

その他 120,147 109,102

流動負債合計 617,845 609,113

固定負債

社債 203,228 213,228

長期借入金 436,210 465,401

引当金 3,156 3,178

退職給付に係る負債 37,958 38,485

長期預り保証金 127,925 130,342

繰延税金負債 17,361 17,761

再評価に係る繰延税金負債 9,171 9,171

その他 42,414 43,076

固定負債合計 877,427 920,646

特別法上の準備金

特定都市鉄道整備準備金 17,570 16,942

負債合計 1,512,843 1,546,702

純資産の部

株主資本

資本金 121,724 121,724

資本剰余金 133,132 133,132

利益剰余金 449,795 457,181

自己株式 △29,092 △28,870

株主資本合計 675,560 683,168

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,551 17,067

繰延ヘッジ損益 △35 △56

土地再評価差額金 8,384 8,384

為替換算調整勘定 6,083 3,156

退職給付に係る調整累計額 △1,912 △1,540

その他の包括利益累計額合計 28,070 27,011

非支配株主持分 50,522 49,742

純資産合計 754,153 759,921

負債純資産合計 2,266,997 2,306,624
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

営業収益 283,583 273,613

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 204,746 201,689

販売費及び一般管理費 49,988 50,175

営業費合計 254,734 251,864

営業利益 28,848 21,748

営業外収益

受取利息 43 86

受取配当金 441 478

持分法による投資利益 1,806 1,068

保険配当金 714 716

その他 718 650

営業外収益合計 3,724 3,000

営業外費用

支払利息 2,400 2,327

その他 1,025 1,394

営業外費用合計 3,425 3,721

経常利益 29,148 21,027

特別利益

固定資産売却益 14 70

工事負担金等受入額 162 170

特定都市鉄道整備準備金取崩額 627 627

その他 143 106

特別利益合計 947 975

特別損失

工事負担金等圧縮額 137 142

固定資産除却損 307 544

投資有価証券評価損 － 618

その他 354 89

特別損失合計 799 1,394

税金等調整前四半期純利益 29,296 20,608

法人税等 8,634 6,703

四半期純利益 20,662 13,905

非支配株主に帰属する四半期純利益 320 359

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,342 13,545
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
至 2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

四半期純利益 20,662 13,905

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,081 1,100

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △1,596 △3,093

退職給付に係る調整額 645 344

持分法適用会社に対する持分相当額 △373 △318

その他の包括利益合計 △243 △1,965

四半期包括利益 20,419 11,940

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20,603 12,485

非支配株主に係る四半期包括利益 △184 △545
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 平成30年２月16日）の改

正に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首から、個別財務諸表における子会社株式等に係る将来加算一時差異

について見直しを行い、遡及適用を行っております。前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映され

たことにより、「利益剰余金」が7,104百万円増加しております。

（会計方針の変更）

当社は、「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号 平成30年２月16日）の改

正に伴い、当第１四半期連結会計期間の期首から、個別財務諸表における子会社株式等に係る将来加算一時差異

について見直しを行い、遡及適用を行っております。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表は「固定資産の部」に表示していた

「繰延税金資産」が5,708百万円増加し、「固定負債の部」に表示していた「繰延税金負債」が1,396百万円減少

しております。また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、「利益剰余金」

が7,104百万円増加しております。

（追加情報）

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用していることに伴い、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税

金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計

年度の連結財務諸表の組替を行っております。

この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」7,696百万円及び

「流動負債」の「その他」に含まれていた「繰延税金負債」184百万円は、「投資その他の資産」の「繰延税金

資産」17,371百万円及び「固定負債」の「繰延税金負債」17,361百万円に含めて表示しております。

なお、同一の納税主体で「繰延税金資産」と「繰延税金負債」を相殺した影響により、総資産が3,347百万円

減少しております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 51,088 39,746 165,877 26,870 283,583 － 283,583

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

450 10,549 3,085 176 14,261 △14,261 －

計 51,538 50,295 168,962 27,047 297,844 △14,261 283,583

セグメント利益 9,559 13,362 3,855 2,016 28,793 55 28,848

（注）１．セグメント利益の調整額55百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 51,668 33,216 164,445 24,282 273,613 － 273,613

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

455 10,445 3,457 179 14,538 △14,538 －

計 52,124 43,662 167,902 24,462 288,152 △14,538 273,613

セグメント利益 8,960 7,834 3,603 1,280 21,680 68 21,748

（注）１．セグメント利益の調整額68百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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